
アマデウ:なコ昌団 第4回定期演奏会
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臣 〈指揮〉 1960年、桐朋学園大学指揮科入学、故斎藤秀雄氏に師事。 1964年、同大学弦楽オーケス

トラのアメリカ公 i寅にオ旨揮者 として同行、ニューヨーク、 ロサンゼルス、サンフランシス

コ等で指揮 した。 1965年同大学卒業、 NHKテ レビ「今年のホープ」に出演。同年修道士
となり、 1975年 まで修道生 i舌を送った。

1976年 より再び音楽に専念。ホL幌交響楽団、名古屋 フィルハーモニー交響楽団、九州交

響楽団の定期演奏会をはじめ、東京の主要オーケストラとの共演 も数多 く行なってお り、

今後の活躍が期待されている。 1981年 9月 より九州交響楽団常任指揮者を務める。

■演奏者プロフィール
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東京芸術大学卒業。バ ッハのカンタータ、ペルゴレージの宗教曲、シューベル トの ミサ、

ベー トーヴェンの第九など、様々なコンサー トにソリストとして出演 している。オペラで

は、プ ッチニの「ボエーム」、ペルゴレージの「奥様になった女中」に出演 している。本年

H月 、 12月 に、あるて室内管弦楽団のモーツァル ト・ フェスティヴァルに出i寅が決 まって
いる。芸大大学院独唱科在学中。

阪口 直子 くアルト〉
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武蔵野音楽大学卒業。ベー トーヴェンの第九、ヴェルデ ィのレクィエム、モニツァル ト

の戴冠 ミサなど様々なコンサー トにソリス トとして出演 している。オペラでは、武蔵野音

楽大学の公 i寅、モーツァル トの「コシ・ ファン・ トウッテ」に出演 している。本年 11月 に

は、芸大定期演奏会のバ ッハロ短調 ミサに、 また同月に、あるて室内管弦楽団のモーツァ

ル トフェスティヴァルに出i寅が決 まっている。芸大大学院独唱科在学中。
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一一 〈テノール〉 東京芸術大学卒業。バ ッハのカンタータ等を中心に、数多く

リス トとして出演 している。オペラでは、モーツァル トの「フ

「女の城」等に出演 している。芸大大学院独唱科在学中。

の宗教曲のコンサー トにソ
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東京芸術大学卒業、同大学院オペラ科修了。バ ッハのカンタータ、ペルゴレージのサル

ヴェレジーナ、シューベル トの ミサ、ハイドンのオラトリオ、ベー トーヴェンの第九など、

様々なコンサー トにソリストとして出演 している。オペラでは芸大定期公演のロッシーニ

「試金石」、「ボエーム」、「奥様になった女中」等に出演 している。 また本年■月12月 には

あるて室内管弦楽団のモーツァル トフェスティヴァルに出演が決 まっている。
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東京芸術大学でオルガンを秋元道雄、 広野嗣雄の各氏に師事 し、 1978年 に同大学卒業。
その後西 ドイツ・ フランクフル ト国立音楽大学でオルガンを、エ ドガー・ クラップ氏に学

ぶ。 1981年同大学卒業。 1982年東京芸術大学大学院を卒業。

東京アマデウス管弦楽団
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1973年、指揮者玉置勝彦氏の門下生 とその友人達で結成された。 これまでモーツァルト、

シユーベル ト、ブラームス、ブル ックナーの交響曲等を中心 として、年 2回の定期演奏会
のほか、協奏曲や合唱曲の伴奏、音楽教室を対象 とした演奏など、多彩な活動を行なって

いる。ほかにもシンガポールの演奏旅行、静岡県オペラ協会の「椿姫」などで好評をは く

した。昨年 10月 31日 に第20回 記念 として、ベー トーヴェンの交響曲第 9番を演奏 している。

鈴木 優 給唱オ旨導〉
Mtrxtnt Suuki

1982年東京芸術大学を卒業 し、東京混声合唱団に入団する。

唱指導を務めている。

1981年 より、当合唱団の合
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ミサ 。ブレヴィスK.220は 、 1775年モーツァル ト19才

の時の作品です。モーツァル トは少年期の多 くの年月を

音楽体験を積むための旅行に費 していますが、20才前後

の数年は小旅行を除いて故郷ザルツブルクで社交音楽や

教会音楽の作曲に専念 しました。 この ミサ曲 K.220も こ

うした比較的静穏な時期の作品で、 ミサ・ブレヴィス (小

ミサ曲)と 称される規模なが ら、若々しく明るい雰囲気

を持っています。

編成は、 ソフ
゜
ラノ ・アル ト ・テノ‐―ノレ・バスの各独口昌と

合唱、 トランペ ット2部、ティンパニ、ヴァイオリン 2

部、チェロ、バス、オルガンで、 ミサ通常文による 6曲
か ら成 り立っています。 また、この曲は「雀の ミサ」 と

いうニ ックネームを持っていますが、これはサンクトゥ

スのヴァイオリン前打音が雀のさえず りのように聞こえ

るところか ら命名された もの と言われています。

PART II

ビクトリア:聖金曜日のためのンスポンソ刃払より
Tomas Lwis de Victoria :Tenebrae Responsories
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トマス・ルイス・デ・ ビク トリアは、16J螺己のスペイ

ンで活躍 した宗教音楽家です。「聖週間のレスポンソリ

ウム」はキ リストの最期を悼むために作曲された無伴奏

の合唱曲ですが、本 日はこのなかか ら「聖金曜 日のレス

ポンソリウム」をとりあげます。

今 日に至 るまで復活祭やクリスマスが毎年行なわれて

きたように、 聖金曜 日 (キ リスト礫升1の 日)も 信徒 にと
って重要な記念の 日で した。教会ではキ リストの殉難を

悼んで典礼が行なわれましたが、その時の聖書の朗読に

対 して信徒が晦悟の念をもって応える聖歌が「レスポン

ソリウム」 と呼ばれるものです。敬虔なクリスチャンで

あったビクトリアの手になるレスポンソリウムは、静か

なが ら深い情熱がこめられてお り、その美 しく内省的な

旋律はおのず と私たちの心を打 ちます。

テキストは、旧約 :新約聖書よりの抜粋 または要約が

用いられています。「神 よ、なぜ私を見捨て給 うのか」

という十字架 Lの イエ スの言葉をも含めて、聖金曜 日の

事跡あるいはイエ スの`レ晴を語る 6曲 により構成されて
います。 (本 ステージでは第 5曲 を省略いた します。)
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戴冠ミ
「戴冠ミサ」力'作曲さ

:れた1779年、23才のモ早ツアル

トは:ザルシブノィ′大司業宮年に■たていました。その
ため教含作品を作曲す0機会が多く、120申諄t｀ サヽをは
じめ、彼の教会作品の大部分がこの時期に書なれてし`ま
す。「戴冠ミサ」|よ このなかで、とりわけよく知られて
いる作品でしょう。しかし、|なぜこの サヽ曲K。 317が古
くから「戴冠ミサ」1呼び習わ゛れて,ヽ るのか:はうき
り
.し
た出来が証明されないまま今日に至っています。
|―説には、ザルツブルクJヒ郊のマリア・ラ

°
ラィン教会

の聖母やリア像の戴冠 (1751年 )を記念して作曲された
と言われていますが、作品完成が演奏予定日より早すぎ

ること、曲の規模が大きすぎる|こ となどから、今日では

否定的にみ,|で ,｀ ます:また■方ではこ―|の 、サtよザ
ャッブルタ大聖掌の1779年の得活祭式業のなっに書かれ
たとの考証があります。この説|こ よると、作品完成時か
ら「戴冠」と呼ばれていたわけで|ょなく、約lo年後の1700

年tι芽ポルト2■の戴走を祝らそウカ■シf・・行なわれ
た記念 ミサに「ミサ・ ゾレムニスIK=337と とも(二演奏
されたためとされています。  | |    |
いずれにせょ、この「戴冠 ミサ」は.そ の名の通 り堂々

としたカ
ー
強さに溢れていると言えるでしょう。モーシア

劣皇1彗ζl喜真縁循窪あ皇iζl二曹霧悪皆ギユ;:度緊
マンィ、ィムゃパソ、の旅行にょぅで音楽家として大きく

成長したことを伺わせます: ■ |
編成は:ソ プ7ノ ■アルト・テノァル `バスの独唱と合
唱ゃブアイオリン2部、チ■口、バな :オルガンから成

,1慎 frllⅢ

'ミ

す澤常来の0曲で■成さ1にています。な
お、アニ■不・デイの|イ プラノ独唱部分が「フィガロの

結婚」の伯爵夫人のアソアに似ていることはよく知られ

ています。        ‐        ■
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■フマデウス含唱団

1 981 February  Mozart:RECLU:EM

1981 November Hande::MESS:AH

1982 November Faur6 :REQU:EM

「自分達の手でモーツァル トのレクイエムを」 と集まったのが40名 、 こうしてアマデウス合唱団が誕生 し、'80年 4月 発足

以来 4年 目を迎 えました。右 も左 もわか らずに突っ走 り、初舞台は翌年 2月 15日 、上野石橋メモ リアルホールにて、念願の
モーツァル ト「レクイエム」。同年 H月 1日 、中央会館大ホールにて、ヘンデル「メサイア」:昨年 H月 21日 、東京カテドラル
聖マリア大講堂にて、フォーレ「レクイエム」 と3回の演奏会を経て、今 日に至ってお ります。過去の演奏会では、未熟なが
らも熱気あふれる演奏 と評 されました。以来一年余、団員一同

｀
未熟なが らも、 という甘えを排 し、音楽への情熱に裏付 |ナ

られた
｀
熱気、をクールに燃 えたたせ、 日々の研讃に励み、本 日を迎 えることにな りました。～

現在団員は60名。 16才 の高校生か ら70才 の円熟 ミセスまで、出身地 も北海道か ら九州 まで、そして様々な職業etc.バ ラエ

ティニに富んだイ中間が、週一回の練習、月一回の 日曜練習、さらに年 2回の合宿を通 して、より良い音楽を、そして私達アマ

デウスならではの味を、 と練習に励んでお ります。当団の歴史はまだ始 まったばか りで、取 り組むべき課題は山ほど、一方、
｀
未熟なが ら、の甘 えもそろそろ通用 しない、悩み多き思春期の入目が見えてきた ところです。 しか し、発足当時のチャレ

ンジ精神を忘れることなく、
｀
ゆるりと猛進、の心意気、大 きく成長 していきたいと思つてお ります。     |
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SOPRANO

石橋  真澄
市瀬 由紀子

江川  智子
大久保ルミ子

窪 田 玲 子
倉田 純子
倉田千代美

佐 々木 淳子

鈴木  順 子
鈴木  直子
鈴木  靖子
i竜本 きさ子

武田 真穂
谷 口真由美

徳光  孝美
塚本  和子
福島喜久子

三井恵美子

森松 祐 子
:1_1下  洋子

AL丁0

東  利栄
石川 満美
伊藤 正子
井上やす子

大岩 幸子
加藤 優子
小林 志保
佐藤 敏子
地引由佳里

鈴木 和子
高橋 くるみ

高橋 早 苗
高橋  理
武田 州代
鶴田 敏子
中村 千春
矢島美知子

山崎 孝子

丁ENOR

伊原  宏
入田 丈司
大久保 訓
大野 康昭
小島 文男
小林 典夫
近藤 道雄
鈴木 俊二
関   実
釣井 博之
賢R「]   石頁
三浦 恭裕

BASS

新井 敏夫
家田 信吾
伊藤  通
菅原 定三
橋本 克久
樋 日 正文
山腰  等
山崎 大介
山谷 浩之
吉浦 正憲

団 員 募 集

モーツアルト

レクイエム
当合唱団では第 5固 定演 ('84秋 )に

向けて、新団員募集中。練習は毎週

水曜 日6時半より9時 まで。お気
軽においで ください。

間合せ03-941-254鉢久保
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4th Concert '83 September Tokyo Cathedral


